
動物病院だより 

犬山動物総合医療センター 第258号 

2026年8月15日 

愛知県犬山市羽黒大見下29  
TEL 0568-67-1267 
FAX 0568-67-8008 

 http://www.inuyama-vet.com/ 
E-mail  info@inuyama-vet.com    

9月1日は“防災の日” 

もしもの時の備えはできていますか？ 

ここ数日、地震や大雨といったニュースを見ることが多くなりました。 

8月から9月は台風シーズンでもあるため、大事な家族であるペットを守れるよう

日頃から備えておきましょう 

今回は災害時に速やかな避難を行うために、大事なことを紹介いたします 

もしもの時のために普段から準備しておく事 

● キャリーやケージの中に入る事に慣れておく 

避難所では、キャリーやケージで生活する事が多くなります 

普段と違う環境に動物たちがなるべく不安を感じないよう、日頃からキャリーで生活する練習

をしましょう 

● 避難経路、ハザードマップでの危険箇所の確認 

災害の状況・種類によって、予定していた避難経路が通れない場合も考えられます 

災害の種類ごとに複数の避難経路を確認しておくと速やかな避難が可能となります 

キャリートレーニング 
STEP1 キャリーを扉を開いた状態で普段から設置しておきます 

  (お気に入りのタオルを敷いてあげるなど警戒心を減らす事が重要です) 

 

STEP2 おやつやおもちゃをキャリーの中に入れ、自分から入るように誘導する 

  慣れてきたらキャリーの中でご飯を食べさせましょう 

  この時も、キャリーの扉は開いたままにしてあげましょう 

  (はじめは手前におやつを置き、少しずつ中に入れてあげましょう、 

  嫌がっている動物を無理にキャリーに入れないようにしてあげてください) 

 

STEP3 食べている間、少しずつ扉を閉め、食べ終わる前に扉を開けてあげましょう 

  慣れてきたら、おやつを追加し、扉を閉める時間を長くしていきます 

  (ゆっくりと繰り返して、徐々にキャリーの中にいる時間を長くしましょう 



避難時に持ち出せると良いもの 

 

 

● 首輪や迷子札、マイクロチップの装着 

災害時に一緒に避難できなかったり、驚いて逃げ出してしまったりと行方不明になってしま

う事も考えられます 

保護された時、すぐに連絡してもらえるよう、マイクロチップの装着や迷子札をつけておい

てあげてください 

首輪や迷子札は逃げた際に外れてしまったり紛失する恐れがある一方、マイクロチップは体

内に挿入するため紛失の可能性が低いです 

しかし、マイクロチップの装着は時として麻酔下で行う事があるため高齢や病気などで手術

のリスクが高い動物は迷子札の装着しておいてあげましょう 

 

迷子札に書いておく情報 
● 電話番号・連絡先 

● ペットの名前 

● 飼い主の名前・住所 

● ペットの受け入れ可能な避難所の確認 

“同行避難”“同伴避難”“同室避難”は似ていますが違うものです 

 

“同行避難”…被災時、避難所などの安全な場所にペットと一緒に避難すること 

“同伴避難”…避難所でペットと同じ敷地内や施設内で過ごせますが、同じ空間で過ごせる

  とは限りません 

“同室避難”…ペットをケージ内で飼育する等の条件で、同室で過ごす事が出来ます 

 

事前にお住まいの地域の避難所はどのタイプか確認しておきましょう 

● ご飯・お水、必要があれば療法食やお薬(少なくとも5日分、できれば7日分以上) 

※ご飯の量は動物の年齢や体型などで変化しますが、安静時に必要なエネルギー量(＝RER)を体

重をもとに計算できます、ぜひ必要なご飯の量をご確認ください、1日に必要なお水は体重１㎏

あたり約50ml程とされています 

● 普段使用しているキャリーやケージ 

● 首輪やリード 

● ペットシーツなどのトイレ用品(臭い対策できるものが理想的) 

※当院でも防災セットを販売しております 

 ご興味がありましたらスタッフまでお声掛けください 


